
平成 17年度 

平成 17年度信州大学教育研究系技術職員研修が 9月 27-28日に繊維学部で行われました。 

他学部も含め合計 40名が安全管理に関する講義や救命処置実習を行いました。 

 

9月 27日 

講義： 繊維学部長 平井利博  「大学における安全管理」 

講義： 健康安全管理センター助手 塚原照臣  「産業医から見た健康管理」 

講義： 上田労働基準監督署長  「安全管理および労働災害」 

講義： 繊維学部教授 山本巌  「化学物質の安全性」 

講義： 繊維学部助教授 藤本哲也  「有機溶剤の取扱について」 

技術発表 

 工学部技術専門職員 小林史利 

  「4画像同時取得システムの試作～ニュートン型望遠鏡をベースとした場合～」 

 繊維学部技術職員 西田綾子 

  「DNAとキトサンの静電相互作用を利用する複合材料」 

 繊維学部技術職員 小山田慎吾 

  「地域と連携した繊維学部生ゴミリサイクル活動」 

 繊維学部技術職員 小林敦 

  「モデル計算による自動車用直接メタノール形および固体高分子形燃料電池システムの性能」 

9月 28日 

講義： 工学部教授 北澤君義  「環境 ISO14001の取り組み」 

実習： 上田消防署  「身近で起こるけが（病）人に対する処置法」 

実習： 上田消防署  「普通救命講習」 

 


